
 

 

 

 

 

 

特長 

⚫  平成 23 年基準に対応しています。 

⚫  仕訳科目の学習箱・摘要名の学習箱で使っていくほど便利になります。 

⚫  摘要名での集計や、検索機能も充実していますので、事務処理がスムーズに行えます。 

⚫  パソコンの実行環境を変えないクリーンソフトです。 

⚫  年間使用料方式ですので、リスクの無い導入が出来ます。 

⚫  購入前に体験版にて全機能をお試しいただけます。（データは正式版で使えます。） 

 

会計事務所との連携について 

貴法人様の会計指導に限り会計事務所様には無償でソフトの使用許諾をしていますので、次のフォ

ルダを USBメモリー等にコピーして会計事務所に渡します。 

 

これにより 

 紙に印刷してデータを渡す無駄が無くなります。 

 会計事務所では、データ再入力の事務作業が不要になり本来の業務に集中できます。 

 

安心して導入できます。 

 導入指導では、勘定科目の設定を行い繰越金設定・予算設定を行いますので、すぐ伝票が入力できる

ようになります。 

 運用途中、不明なことがあっても電話・メール等でほぼ解決できます。 

 1 年単位のソフトのライセンス購入になりますので、ソフトの使用中止も年単位でなら、いつでもで

きなます。リース契約のような解約違約金等の発生はありません。 

 

ご導入頂いたユーザー様の声は 

• とてもシンプルでわかりやすいソフトである（ユーザー多数） 

• いろいろなソフトを使っているが特に「一取引一仕訳」の機能が高い。（会計事務所） 

• 基本帳票だけでなく摘要名による金額集計やその明細出力など、公認会計士から高く評価された

（会計事務所） 

• 要望事項がすばやく実現出来るなど満足度の高いソフトである（会計事務所） 

• 会計ソフトのフォルダを USBメモリーにコピーするだけで持ち運びが出来るなどたいへん便利（ユ

ーザー・会計事務所） 

• 非営利法人の消費税の本則計算が出来るなど、高い機能を持ったソフトである（ユーザー・会計事

務所） 

社会福祉法人らくらく会計 D2 
有限会社シンシステムデザイン 

720-9967広島県福山市西町 2-10-2 

084-999-8733  084-999-8734(F) 
https://ssdesign.co.jp  info@ssdesign.co.jp  
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出力帳票 

 出力帳票 

予算書 当年度の収支予算書 

補正予算書（１次から４次まで） 

次年度予算書 

仕訳 仕訳伝票 

仕訳日記帳 

総勘定元帳 総勘定元帳 

資金収支元帳 

試算表 試算表(貸借対照表・事業活動計算書・資金収支計算書) 

月別集計 月別残高・累計額集計表 

決算書 決算書(貸借対照表・事業活動計算書・資金収支計算書) 

財産目録 

内訳表 内訳表(貸借対照表・事業活動計算書・資金収支計算書・当年度予算書・次年度予

算書・就労関係の明細書) 

※ 詳細は次ページにあります。 

 

実行環境 

パソコン Windows 8, 7 ,vista ,XP ,2000のパソコン 

ディスプレイの解像度は 1280*768以上 

プリンタ A4以上のレーザープリンター 

データのバックアップ USBメモリーまたは MO、外付けハードディスク等 

ネットワークの運用は 論理パス名にするとネットワークでも運用できます。 

ソフトのインストール 「社会福祉法人会計 D2」のフォルダをローカルディスク Cまたは、マイ

ドキュメントにコピーするだけで実行できます。 

他のパソコンで運用したい場合は、「社会福祉法人会計 D2」のフォルダ

をコピーして移動させてください。 

運用上の注意事項 ショートカットをデスクトップに作成する場合、必ずショートカットで

あることを確認してください。 

誤って、実行プログラムのファイルをコピーすると、正常に運用できま

せん。 

 

 

  



新社会福祉法人会計の決算書類一覧（財務諸表+附属明細書+財産目録） 

らくらく会計で作成できる帳票一覧です。付属明細書の一部は現在整備中です。 

【財務諸表】 

1. 資金収支計算書（１－１） 

2. 事業活動計算書（２－１） 

3. 貸借対照表（３－１） 

4. 資金収支内訳表（１－２）・・・事業区分別内訳表 

5. 事業活動内訳表（２－２）・・・   同上 

6. 貸借対照表内訳表（３－２）・・   同上 

7. 事業区分資金収支内訳表（１－３）・・・拠点区分別内訳表 

8. 事業区分事業活動内訳表（２－３）・・・   同上 

9. 事業区分貸借対照表内訳表（３－３）・・   同上 

10. 拠点区分資金収支計算書（１－４）・・・各拠点の予算・決算等表示 

11. 拠点区分事業活動計算書（２－４）・・・   同上 

12. 拠点区分貸借対照表（３－４）・・・・・   同上 

 

【付属明細書】 

13. 基本財産及びその他の固定資産（有形・無形固定資産）の明細書（会計基準別紙１） 

14. 引当金明細書（会計基準別紙２） 

15. 拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３） 

16. 拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙４） 

 

法人全体でのみ作成 

17. 借入金明細書（運用指針別紙①） 

18. 寄付金収益明細書（運用指針別紙②） 

19. 補助金事業等収益明細書（運用指針別紙③） 

20. 基本金明細書（運用指針別紙⑥） 

21. 国庫補助金等特別積立金明細書（運用指針別紙⑦） 

 

拠点区分でのみ作成（法人全体で作成する必要なし） 

22. 積立金・積立資産明細書（運用指針別紙⑧） 

23. サービス区分間繰入金明細書（運用指針別紙⑨） 

24. サービス区分間貸付金（運用指針別紙⑩） 

25. 就労支援事業別事業活動明細書  

26. 就労支援事業製造原価明細書 

27. 就労支援事業販管費明細書 

28. 就労支援事業明細書 

29. 授産事業費用明細書 

 

【財産目録】 

30. 法人全体を表示する（会計基準別紙５） 

 

  



おもな画面と機能 

部門登録 

• 登録できる部門数は制限がありません。 

• 新しく部門を登録するときは、このような画面が出ますので、実施事業を選択すると関連する科

目のみの科目マスターが作成されます。ただし、社会福祉協議会様の科目は、出荷時に科目を設

定します。 

 

• 集計階層は、新会計基準で求められている 4 階層まで可能です。下記の設定例は 4 階層で設定し

た場合の例です。 

 

 

 

  



勘定科目の設定 

• 会計基準で示されている勘定科目をあらかじめ設定していますので、そのまま運用してください。 

• ただし、現金預金の小科目は、例えば「預金 1」は、「広銀大和」などのように変更して運用する

と、口座別の管理が出来ます。 

• 勘定科目を変更する場合は、別紙マニュアルをみて設定してください。勘定科目の設定が正しく

ないと、正常な財務表は出力できません。 

 

 

 

 

 

  



会計期首及び初期設定の画面 

• 会計期首は自動更新されますが非常に大切な設定事項ですの確認してください。 

• 消費税の計算は、非営利法人の本則計算または簡易計算が選択できます。 

• 新会計基準では内部取引消去が必要になりましたので対応できるようにしています。 

• 必要に応じて、ユーザーパスワードや見るだけ見るだけパスワードの設定が出来ます。 

 

 

 

 

  



繰越金の設定 

• この会計ソフトを導入した最初の年は、この画面で期首の繰越金を設定してください。 

• 画面の左上で部門を選択して、各部門に繰越金を入れます。 

• 次年度以降は、決算が確定したのちに新年度更新処理を行うと、自動的に繰越金は設定されます。 

 

 

 

 

 

 

  



予算の設定 

• 画面の左上で部門を選択して予算入力を行ってください。 

• 年 4 回までの補正予算書が作成できます。 

• 補正額を入力していても補正額のチェックを外すと、補正額を含まない予算を作成することも出

来ます。 

• この画面には表示されていませんが画面の右端には、科目注記も入力できます。 

• 年度末には、次年度の予算書も作成できます。 

• 新年度更新処理を行うと、前年度の予算は前年度予算に、次年度予算は当初予算に自動的に移動

します。 

 

 

 

 

 

 

前年度実績の設定 

• このソフトの導入初年度は、繰越金設定と同様に前年度実績の入力を行ってください。 

• 次年度以降は、新年度更新処理を行うと、自動的に設定されます。 

 

 

 

  



 

仕訳の入力 

• 借方科目コード及び貸方科目コード欄で、科目コードの上 1 桁または 2 桁を入力して、エンター

キーを押すと、科目の選択画面が出ますので必要な科目を選択してください。 

• 一度仕訳を行うと、次回よりエンターキーを押すだけで科目や摘要名が選択できますので、使い

込むほど便利になります。 

• また、毎回同じ仕訳がある場合は入力済みの伝票の雛形登録が出来ますので、たいへん便利です。 

 

 

• 仕訳伝票の印刷も各種の印刷フォームを用意しています。 

 

 

 

  



総勘定元帳の画面 

• 仕訳入力を行うと、このように勘定元帳が出力できます。 

• 間違いに気付いた場合、勘定元帳から仕訳入力の画面に入ることが出来ます。 

• 科目の見出インデックスの印刷も出来ます。 

 

 

 

• 印刷は、次のように一つの科目のみ、範囲を指定して連続印刷、すべての印刷が選択できます。 

• 元帳は、出力枚数が多いので、両面印刷も出来ます。 

 

 

 

 

  



試算表の出力例 

• 試算表の出力画面です。 

• 貸借対照表、事業活動、資金収支の各計算書に切り替えて画面でも金額確認が出来ます。 

• P/L科目と C/F科目の金額比較確認票も出力できます。 

 

 

• 日々の仕訳入力が終わったら、この試算表を出して、現金預金などの確認と、画面下部の赤枠の金額が

一致していることを確認しながら運用してください。 

 

 

 

 

 

 

  



決算書の画面 

• 研鑽所の画面です。 

 

 

 

• 印刷フォームは、次のような印刷条件の設定が出来ます。 

 

 

 

  



内訳表 

• 内訳表の画面です。 

 

 

 

• この画面での設定により、会計基準で求められている各種の内訳表が作成できます。 

 

 

 

  



勘定科目コード早見表 
仕訳で科目を選択するときに、以下の数字を打ってエンターキーを押すとその科目の先頭に飛びます。 

 

１１  ：流動資産（現金・預金・未収金） 

１２  ：固定資産 

２１  ：流動負債（未払金・短期借入金・預り金） 

２２  ：固定負債 

３１  ：純資産（基本金・積立金等） 

 

５０  ：介護保険事業収益 

５１  ：老人福祉事業収益 

５２  ：保育事業収益 

５２５ ：就労支援事業収益 

５３  ：障害福祉サービス等事業収益 

５３５ ：生活保護事業収益 

５４  ：医療事業収益 

５４３ ：経常経費寄附金収益 

５４４ ：その他の収益 

５５  ：人件費 

５６  ：事業費 

５７  ：事務費 

５８  ：就労・棚卸等 

５９５ ：利用者負担軽減額・減価償却費・国庫補助金等特別積立金取崩額 

５９６ ：その他の費用 

６０  ：借入金利息補助金収益・受取利息配当金収益 

受入研修費収益・ 利用者等外給食収益 

６０２ ：支払利息 

６０３ ：利用者等外給食費 

６２  ：施設整備等補助金収益・施設整備等寄附金収益・ 

長期運営資金借入金元金償還寄附金収益 

６２１ ：固定資産売却益 

６２５ ：事業区分間繰入金収益等 

６３  ：基本金組入額・資産評価損・固定資産売却損・処分損 

６３１ ：固定資産除却・廃棄費用・国庫補助金等特別積立金積立額 

６３１９：事業区分間繰入金費用等 

６５１ ：その他の積立金取崩額 

６５３ ：その他の積立金積立額 

７１  ：就労・材料費 

７２  ：就労・労務費 

７３  ：就労・外注加工費 

７４  ：就労・製造原価 

７５  ：就労・販売管理費 

８１  ：授産・材料費 

８２  ：授産・労務費 

８３  ：授産・外注加工費 

８４  ：授産・経費 

 


